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　認知症への理解を深めてもらえるよう、啓発活動や認知症サポーター養成講座を開催するなど認知症の情報発
信を行ないます。併せて認知症カフェや介護者の集いなど家族への支援にも継続して取り組みます。

□ 区からのコメント

令和６年度 鶴見市場地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
鶴見川と川崎市境の間に位置するエリアです。大型マンションの建設の影響もあり、若年層も増え、小中学校の生
徒数も多いです。一方で古い町並みは歩道の整備が進まず課題があります。山坂のない平坦地ですが、ＪＲや京
急線の本数も多いため踏切の閉鎖時間が長く、併せて南北方向の道路も不足しており地域の分断が課題です。コ
ロナ禍以降、多くの活動が再開しているので、幅広い世代の皆さまからご意見をいただきながら、様々な地域の活
動をサポートをしていきます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

　5職種を中心にして、コロナ禍の影響など地域の現状を掴み、要援護者等の支援に活かしていきます。

　町内会・民生委員・保健活動推進員・友愛活動推進員等の地域の担い手と一緒になり、フレイル予防や住民同
士の交流に繋がるような取り組みを進めていきます。

　コミュニティハウスとの合築館のため、乳幼児から高齢者まで或いは障害のある方など幅広く利用していただい
ています。
　コロナ禍で実施できなかった事業を再開しつつ、日中だけでなく夜間利用にも力を入れていきます。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約者
数

目標

実施
体制

職員
体制

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

自立支援に繋がる支援を考慮し、ケアマネジメントの質の向上を
目指していく。
フレイル予防を啓発し外出や交流の機会があり地域に繋がって
いるように身近な居場所や活動の情報提供を行う。

【その他料金】

居宅介護支援事業

 自立支援・重度化防止を念頭に、丁寧にお話を伺いながらケアマネ
ジメントを行う。ケアマネジャーの人材不足もあり、より多くの利用者の
担当件数が求められており、それに対応できるように業務負担を軽減
できる策を検討します。

【その他料金】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通常の実
施地域を越えて行う交通費は、その公共交通機関を利用した実費を
徴収。　自動車を使用した場合は越えた所から往復１kmあたり50円と
します。

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関する基準（厚生
労働省告示第百二十九号）及び横浜市介護予防ケアマネジメン
ト実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関する基準（厚生省告
示第二十号）に基づく金額

令和6年度横浜市鶴見市場地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

地域包括支援センターや居宅介護支援事業所では相談者の意
思を尊重し、ハートページの提示等により、紹介先に偏りが出な
いよう努め、公正中立の立場を遵守します。また利用者アンケー
ト実施やご意見箱の設置等により幅広く地域の皆さまのご意見を
活かします。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

個人情報保護研修を全職員年１回以上行います。権威擁護につい
て、全職員による振り返りチェックシートを活用し研修を行います。事
故発生時はマニュアルに沿って適切に対応し、法人のリスクマネジメ
ント委員会にて共有・原因究明・予防策を周知します。

利用料
金

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護 （介護予防）認知症対応型通所介護

3名
主任介護支援専門員１名　社会福祉士1名　看護師１名

3人
主任介護支援専門員　2人（うち1人管理者兼務）、介護支援専門員　1
人

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用料
金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する費用の額
の算定に関する基準（厚生労働省告示第百二
十六号）に基づく金額

【その他料金】【その他料金】　　　　　　　　　　　　　　食費
730円

【実施日数】　308日

【提供時間】　9:30～16:35

【定員】        36人

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する費用の額
の算定に関する基準（厚生労働省告示第百
二十六号）及び指定地域密着型介護予防
サービスに要する費用の額の算定に関する
基準（厚生労働省告示第百二十八号）に基
づく金額

【その他料金】

住み慣れた地域（まち）で安心して暮らせ
るよう、お一人お一人の価値観や想いを尊
重し、充実した時間をお過ごしいただける
ようサービスを提供します。

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の額の算
定に関する基準（厚生省告示第十九号）及
び横浜市介護予防・日常生活支援総合事
業実施要綱に基づく金額

契約者
数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

管理者１人（常勤兼務）　　　　　　　　　生活
相談員３人（常勤）　　　　　　　　　看護職員
５人（非常勤）　　　　　　　　　介護職員１０
人（うち常勤１）　　　　　　ドライバー５人



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

16,162,012 16,162,012 16,162,012 横浜市より

300,000 300,000 300,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

3,990,000 3,990,000 3,990,000

20,452,012 0 20,452,012 0 20,452,012

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

12,419,590 0 12,419,590 0 12,419,590

10,149,590 10,149,590 10,149,590

800,000 800,000 800,000

1,200,000 1,200,000 1,200,000

15,000 15,000 15,000

0 0 0

250,000 250,000 250,000

5,000 5,000 5,000

1,500,000 0 1,500,000 0 1,500,000 法人本部経費なし

10,000 10,000 10,000

200,000 200,000 200,000

0 0 0

50,000 50,000 50,000

300,000 300,000 300,000

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0

100,000 100,000 100,000

0 0 0

55,000 55,000 55,000

10,000 10,000 10,000

20,000 20,000 20,000

140,000 140,000 140,000

5,000 5,000 5,000

130,000 130,000 130,000

480,000 480,000 480,000

842,000 0 842,000 0 842,000

42,000 42,000 42,000

300,000 300,000 300,000

500,000 500,000 500,000

3,878,000 0 3,878,000 0 3,878,000

2,825,000 2,825,000 2,825,000

220,000 220,000 220,000

80,000 80,000 80,000

753,000 0 753,000 0 753,000

空調衛生設備保守 37,000 37,000 37,000

消防設備保守 40,000 40,000 40,000

電気設備保守 53,000 53,000 53,000

害虫駆除清掃保守 23,000 23,000 23,000

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 600,000 600,000 600,000

0 0 0

0 0 0

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

1,338,422 0 1,338,422 0 1,338,422

0 0 0

1,338,422 1,338,422 1,338,422

0 0 0

0 0 0

0 0 0

20,452,012 0 20,452,012 0 20,452,012

0 0 0 0 0

300,000 0 300,000 0 300,000

300,000 0 300,000 0 300,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他

支出合計

自主事業費　支出

差引

自主事業費　収入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和６年度　「鶴見市場地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課

事業所税
消費税

その他

事業費



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

30,422,582 30,422,582 30,422,582 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

0 0 0 横浜市より
5,933,654 5,933,654 5,933,654 横浜市より

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0

36,510,236 0 36,510,236 0 36,510,236

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

32,956,310 0 32,956,310 0 32,956,310

23,221,310 23,221,310 23,221,310
4,000,000 4,000,000 4,000,000
4,500,000 4,500,000 4,500,000

55,000 55,000 55,000
0 0 0

1,170,000 1,170,000 1,170,000
10,000 10,000 10,000

738,926 0 738,926 0 738,926

10,000 10,000 10,000
50,000 50,000 50,000

0 0 0
50,000 50,000 50,000

200,000 200,000 200,000
0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0
100,000 100,000 100,000

0 0 0
55,000 55,000 55,000
20,000 20,000 20,000
10,000 10,000 10,000
85,000 85,000 85,000
10,000 10,000 10,000
65,000 65,000 65,000
83,926 83,926 83,926

1,575,000 0 1,575,000 0 1,575,000

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

476,000 476,000 476,000
154,000 154,000 154,000

0 0 0
315,000 315,000 315,000

0 0

1,114,000 0 1,114,000 0 1,114,000

800,000 800,000 800,000
60,000 60,000 60,000
21,000 21,000 21,000

140,000 0 140,000 0 140,000
空調衛生設備保守 10,000 10,000 10,000
消防設備保守 10,000 10,000 10,000
電気設備保守 14,000 14,000 14,000
害虫駆除清掃保守 6,000 6,000 6,000
駐車場設備保全費 0 0 0
その他保全費 100,000 100,000 100,000

0 0

93,000 93,000 93,000
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0
0 0
0 0
0 0

0 0

36,510,236 0 36,510,236 0 36,510,236
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
945,000 0 945,000 0 945,000

△ 945,000 0 △ 945,000 0 △ 945,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【生活支援】

令和６年度　「鶴見市場地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

その他

管理費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他

支出合計
差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費
公租公課

事業所税
消費税
印紙税



６年４月１日～７年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

1,320 1,320 1,320 1,320 15,600 15,600 47,000 47,000 4,500 4,500

0 0 0 0 0 0 495 0 495 8,700 0 8,700 1,000 0 1,000

事業・負担金収入 0 0 0 4,500 4,500 700 700

食費収入 0 0 0 4,200 4,200 300 300

認定調査収入 0 0 495 495 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

1,320 0 1,320 1,320 0 1,320 16,095 0 16,095 55,700 0 55,700 5,500 0 5,500

0 0 0 0 19,920 19,920 48,350 48,350 0

17 17 17 17 430 430 3,085 3,085 0

0 0 0 0 84 84 6,800 6,800 0

68 68 68 68 142 142 10,300 10,300 0

0 0 0 0 0 0 0 200 0 200 0 0 0

退職給付引当金 0 0 0 0 200 200 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

85 0 85 85 0 85 20,576 0 20,576 68,735 0 68,735 0 0 0

1,235 0 1,235 1,235 0 1,235 -4,481 0 -4,481 -13,035 0 -13,035 5,500 0 5,500

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和６年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：鶴見市場地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費



鶴見市場地域ケアプラザ　

1 転倒骨折予防教室　明日香 H18 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

高齢者の健康づくり、外出の機会
の提供

１：高齢者

2 ヨガ健康体操教室 H18 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

高齢者の健康づくり、介護予防、外
出の機会の提供

１：高齢者
ヨガインストラクターによるヨガの指
導のもとヨガをしながら健康増進。
/月1回

3 水曜日の体操
(旧　はまちゃん体操）

H20 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

昨年までの主なはまちゃ体操に他
の体操も加え、高齢者の健康の維
持向上を図り交流や情報交換の場
とする。

１：高齢者

はまちゃん体操とひざひざわっくん
体操の他に、太極拳やハマトレな
ど他いろいろなDVDにて体操をす
る。/月２回

4 ボッチャ交流会 H26 ５：共催（１と
３）

１：優先的に
取り組み

障害者スポーツを通して障害者理
解、スポーツの体験、習慣づけ、介
護予防のきっかけとする。 ５：地域 1,2 ボッチャをする。/月1回

5 ゆうづるキッズイベント H18 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

読み聞かせ等のイベントを通し、親
子の居場所づくり、子育て情報の
提供。 ３：養育者及

び乳幼児
リトミックや、読み聞かせ、親子体
操など。/毎月２回

6 出張カフェ H25 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

ケアプラザから遠い地域に住む方
への出張事業。未就学児親子の居
場所作りと、情報提供 ３：養育者及

び乳幼児
絵本読み聞かせや、手遊び、工作
や交流/毎月1回

7 絵本お話会 H24 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

親子の居場所の提供、先輩ママと
の交流の機会の提供、幼少期から
の読書の習慣づけ ３：養育者及

び乳幼児

ボランティアによる絵本の読み聞
かせ。参加者同士の交流や先輩
ママへの相談の場の提供。/月1回

8 エクササイズ教室 R5 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

母親のリフレッシュ

３：養育者及
び乳幼児

5
ストレッチや軽運動の実施。別室
保育実施/月1回

9 パパとピラティス R3 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

父親と子供のふれあい遊び、父親
の体力強化。

３：養育者及
び乳幼児

偶数月の土曜日
親子体操

10 パパ交流会 R2 １：地域活動
交流事業

２：発展させ
るねらい

パパ講座に参加した父親を中心に
パパサークル等につなげるために
実施。父親の繋がり作りや地域参
加。

３：養育者及
び乳幼児

不定期

11 ウッドデッキで水遊び H20 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

ウッドデッキで水遊びを開催し、居
場所つくりの一助とする

３：養育者及
び乳幼児

水遊び

12 ゆうづるLab H31 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

子どもの居場所作り、施設の紹介

４：子ども・
青少年

5 長期休み期間の居場所作り・体験

13 各種コンサート H27 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

音楽を通して地域交流の促進。地
域活動者の発表の場の提供。

５：地域
楽団を招いて音楽コンサート/不定
期

14 ゆうづるガーデンサポーター H27
３：生活支援
体制整備事
業

２：発展させ
るねらい

地域の交流やボランティア活動の
きっかけづくり。シニアボランティア
の地域貢献・生きがいにつなげる。 １：高齢者 5

月２回（第２・第４火曜）
ケアプラザ敷地内の庭木の剪定や
草刈・草花の手入れ及び植樹など
の環境整備。

15 スマホ講座 Ｒ3
３：生活支援
体制整備事
業

１：優先的に
取り組み

コロナ禍においても孤立することな
くつながりを持てるように、情報を
得たり様々な手続き等のツールとし
て活用できる操作を習得する。

１：高齢者 5
アプリ・操作の方法・セキュリティ等
ついて学ぶ。パソコン相談室の講
師依頼。

16 居宅介護支援事業所連絡会 H18

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

ケアマネジャーの質の向上、スキ
ルアップを図る。また各機関との連
携し利用者の自立支援に基づく計
画書の作成支援を行なえるように
包括として支援を行う。

６：事業者

不定期
制度の知識や支援するうえで必要
なアセスメントなどの支援について
の研修、情報交換、交流会など

17 男の料理 H27 ７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

男性の趣味活動や社会交流をすす
める。地域支援やボランティア活動
につながる機会をめざす。 ５：地域 1

月１回（第３月曜）
メンバーで献立、買い物、調理、会
食、片付けまで行う。
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４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者
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■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

18 介護者の集い「かたらい」 H18

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

介護者の疑問や悩みを話すことに
よって日々の介護負担につなげ
る。役立つ介護情報などが得られ
る。

５：地域
月１回（第１水曜）
現役介護者・介護経験者の交流

19 つるかめサロン H18

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

引きこもりがちで脚力や意欲の低
下している高齢者に、介護予防に
関する知識の普及や、認知症予防
の啓発を行う。

１：高齢者
毎月１回　体操や脳トレ、ゲームや
制作など楽しみ活動。

20 キャラバンメイト交流会 H29

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

２：発展させ
るねらい

担い手育成やネットワークづくり、
認知症の普及啓発を行う。

５：地域
不定期　キャラバンメイトの活動報
告、地域ニーズの把握、講座の企
画

21 認知症サポーター養成講座 H25

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

認知症の普及啓発を行い、地域住
民の認知症に関する理解を深め、
サポーター養成を行う。 ５：地域 1,4

不定期。ケアプラザでの開催の
他、地域住民・企業・各種団体から
依頼された出張講座も担う。キャラ
バンメイトや介護者のつどい参加
者にも協力を依頼。

22 やさしい教室 R5

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

地域住民向けの権利擁護に関する
知識やエンディングノートの普及啓
発。 ５：地域 1

不定期。昨年度までのやさしい法
律教室と悪徳商法防止講座を統
合。成年後見制度、遺言・相続、特
殊詐欺・悪質商法等をテーマに扱
い、講師は包括社会福祉士の他、
外部専門職へ依頼

23 地域包括支援センターだより
「優包」

H27

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

地域住民への地域包括支援セン
ター周知。

５：地域
四半期毎発行。包括事業、相談体
制、健康づくり、制度・資源の情報
などの発信。

24 ほがらか教室 H18 ７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

介護予防、認知症予防の普及啓
発、外出支援、地域のかたの交流

１：高齢者 5
毎月１回　運動や口腔、栄養など
の健康講座など

25 鶴見区20才を祝う会 R5 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

鶴見区内の障害のある20才を祝う
式典の開催

２：障害児・
者

祝う会

26 春の体験会～太極拳～ R5 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

新しい趣味に繋がるような初心者
向けの体験会

５：地域 1 太極拳の体験

27 春のワークショップ R5 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

地域の障害作業所と共催してワー
クショップを行う。他事業所との協
働 ４：子ども・

青少年
キーホルダー作り

28 エンジョイ　モルック R4 ５：共催（１と
３）

２：発展させ
るねらい

地域で活用できる新しいスポーツ
の体験を通し、交流や地域活動の
促進を促す。 ５：地域 1 モルック体験・年１回

29 手形足形アート作り R3 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

未就学児親子向けの手形足形
アート作り

３：養育者及
び乳幼児

年２回／不定期

30 発達の気になるお子さんを育
てる親御さんの集い

R5 １：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

発達の気になるお子さんや障害の
あるお子さんを育てる親御さんの
集い ３：養育者及

び乳幼児
2 毎月第３水曜日

31 ゆうづる防災講習 初
３：生活支援
体制整備事
業

１：優先的に
取り組み

災害時に備え、自身で準備出来る
ことや地域で協力できることを考え
る。障がいのある方やペットを飼育
されている方に対して理解や避難
方法などの知識を学ぶ。

５：地域
不定期
テーマを分けて開催

32 ゆうづるさん 初 ５：共催（１と
３）

１：優先的に
取り組み

高齢者になる前に体力や気力を活
気づけ、健康づくりや介護予防を目
的に開催。いろいろな町を散策す
る。

５：地域 1
不定期
天候や時期に配慮

33 弁当のありがたみ 初
３：生活支援
体制整備事
業

１：優先的に
取り組み

食に対し学び、時には弁当を作っ
たり、購入した弁当を一緒に食べた
り、他世代間の交流が目的。 ５：地域 不定期
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